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土浦市が持っている魅力「色」を持ち合わせ繋げることで、
いきいきと「輝くまち」にするという意味が込め｢いろが輝く
まち｣と設定する。この将来像を支えるため6個の地区別
構想と7個の部門別構想を設定、そして、この地区別構

想と部門別構想を実現する為の具体的な手段として私た
ちは５つのプランを策定する。 

 地区別構想と部門別構想を絵の具に、５つのプランを
筆に、土浦市をキャンパスに見立てることで、土浦市に
色を加えていく。 

たちより小町を発信 
小町の館を体験 

の場としてすみわける 

おおつ野ヒルズに住む
方々に、新しくなる神立駅

の利用を促す！ 

家庭・学校・会社に次ぐ、「次世代の新しい学びの場」の創出 
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日中は主婦層 

夜間は会社員・学生などの若年層を
ターゲットにした学びの場 

マネジメントフロー図 

市役所跡地を 

１階を周辺医療施設患者と家族の憩いの場 
２階を世代間交流の場の交流施設にする 

マネジメントフロー図 

空き家を活用 
かつ 

住民の交流の機会をつくり防犯意識向上 


